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　近年 、 高等教育 に お け る障害 を有す る 学生 の 修学支援 に注 目が 集 ま っ て い

る 。 本稿で は 、 フ ィ
ー ル ドワ

ー ク の 結果 に基づ き、 高等教育機関の 取 り組み

の 一 事例 と して 、 大 阪大 学 に お け る障害学生支援 の 概要 を報告 し た 。 具体的

に は 、 （1）大阪大学が 有す る障害学生 の 支援体制 と 、 （2）そ の 支援体制 が 確立

さ れ る ま で の 経緯 に っ い て 、 フ ィ
ー ル ドに 内在的な 立 場か ら記述 した 。

【キー ワ
ー

ド】

高等教 育 、 障害を 有す る学生 へ の 修学支援

1 ，は じめ に

　日本学生支援機構 が 2005 年 5 月に 実施 した調査 に よ れ ば 、 全国 の 大学 、

短期大学 、 高等専 門学校 に 在籍 す る 障害 を有す る 学tk　1 ／
と して 、 5，444 名が

確認 さ れ て い る （日 本学生 支援 機構　2006）2’
。 こ の 数値 は 、 全対象 校 に 在

籍す る学生数全体に 対 して O．16°

／，

」 ，

で あ り、 日本の 総人 口 に 対す る 障害者の

比 率が 約 5％
4 〕

で あ る こ と を考 え れ ばか な り少 な い とい え る 。 しか し 、 こ の

調査 は 、 国の 行政機 関 （全 省庁及 び独立行政法人） と して 初 め て 障害学生 数

を明 らか に した もの で あ り、 在籍数 は 少 な い に して も 、 高等教育で 学ぶ 障害

学生 の 修学支援
［’　）

へ の 注 目が 高 ま っ て い る こ とが 窺 え る 。

　他方、
こ の よ うに 注 目が 集 まる 以前か ら、 個別の 高等教育機関で は

、 主 に
、

受験を 希塑す る障害者や 、 入学 した 障害学生 を中心 とす る申 し立 て に よ っ て 、

問題が 顕在化 さ れ て きた   そ う した 申 し立て に 対す る個々 の 高等教育機関

の 対応 は 現在 で も様 々 で あ る 。 当 の 機関 全体 の 問題 と して 積極的 な 取 り組 み

を して い る と こ ろ もあ れ ば 、 あ る種 の 障害を有す る者 に 入学試 験 の 受験 自体

を拒否 して い る 高等教育機関 もあ る （全国障害学生 支援セ ン タ ー
　2005）。

この よ うなば らっ きが存在 す る背 景 に は 、 第
一

に 、 障害学生 に 対 して 高等教

育機関が なす べ き義務 に 基準が 存在 しな い こ と
、

ひ い て は 、 そ れ を規定 す る

よ うな包 括 的 な 障害者 差 別 禁 止法 （e．g． 日本弁護士連 合会人権擁護委 員会

2002） が 日本に 存在 しな い こ とが あ る 。 た とえ ば 、
ア メ リカ で は 、 障害 を も
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つ ア メ U 力 人法 （Alnericans　with 　 Disabilities　Act） に よ り 、 連邦政府か ら財

政的補助 を受 け る 高等教育機関が 、 障害 を理 由 と して 受験 や 修学 を認 め な い

こ とや 、 学業 上で 必 要 と認 め られ る配 慮 を 行わ な い こ と は 差 別 とみ な さ れ 、

連邦政 府か らの 助成が 打 ち 切 ら れ る こ とに な る （e ，g．定 籐　1991； Gordon

＆ Keiser　 l998）。

　ば ら っ きが 存在 す る背景の 第二 と して 、 障害学生 に どの よ うに 対応 し 、 ど

の よ うに 支援す る の か とい う ノ ウ ハ ウ が 、 障害学生の 受 け入れ実績が豊富 な

一
部 の 高等教育機 関に 偏 りが ちで あ る こ とが 挙げ られ る 。 先 に 挙げ た 日本学

生 支援機構 （2006 ） に よ れ ば
、 障害学生が 在籍 しな い 大学 、 短 期大 学、 高等

専門学校が 409 校 （40．ge／．） あ り 、 さ らに 、 回答の あ っ た大学等の 半数以 ヒ

が障害学生 1 名以 下 とい う状況 に あ る 。 しか し、 他方 に は 、 日本福祉大学 の

よ う に 、 100 名を越す 障害学生 が在籍 して い る高等教育機関 も存在す る （大

泉 　2005），， もち ろん 、 受 け入 れ数 の 格差 が 、 そ の ま ま 、 そ れ らの 高等教 育

機関で 学ぶ 障害学生の 修学環境や 支援の 質量 の 格差 に 直結す る とは限 らない
。

しか し、 ノ ウ ハ ウ の 蓄積や 、 障害学生 の 捉 え方 、 支援の 継続性 と い う点で 差

が生 じる こ とは想 像 に難 くな い D

　本稿で は 、 そ う した 状況 を 踏 まえ、 高等教育に お け る 障害学生支援の 取 り

組 み の
一 事例 と して 、 筆者 らが 当事者 の ひ と りと して 取 り組ん で い る大阪大

学 の 障害学生支援 の 概要 を報告す る 。 同テ
ー

マ に 関 して は 、 す で に 他 の 高等

教育機関 に お け る先進的な 事例の 紹介が い くつ もな され て お り （e．g．野村 ・

屋敷　1996；太 田　2004；佐野 ・吉原 　2005；大泉　2005）、 同種 の 報告を 繰

り返 す こ と は 、 屋 上屋を架す もの か もしれ な い
。 しか し、 そ れ で も、 なす べ

き こ との 基準 が 明 確 に は存在せ ず 、 高等教育機関の 問 で 格差 が 存在す る現状

を顧み て 、 参照 で き る リソ ー ス を増 や す こ と 自体 に価値が あ る と考え た
。

　本稿で は 、 大 き く 2 つ の 点に つ い て 報告す る。
ひ と つ は 、 大阪大学 が 有す

る障害学生の 支援体制 に っ い て で あ る 。 もうひ と っ は 、 そ う した 支援体制が

成立 して きた経緯 に っ い て で あ る 。 報 告の 材料 に は 、
フ ィ

ー
ル ド ノ

ー
ッ や 、

フ ィ
ール ドワ

ー ク の なか で 得 られ た資料を利用 した
。

そ れ らを利用 す る際 に

は 、 資料 に 関わ る 当事者 か ら便 用許可 を得た 。 た だ し 、 本稿 は 、 あ くま で 筆

者 らの 視点か ら大 阪大学 に お け る障害学生支援 に っ い て 述 べ た もの で あ り、

そ の 内容 は 大阪大学 の 公式の 見解で は な い こ とに 留意 頂 きた い
。

2 ． 大阪 大学の 障害学生 支援

（1 ）大 阪大 学 の 概要

大阪大学 は 、 10 の 学部 ・ 研究科　 （文学部 、 人間科学部 、 法学部 、 経済学
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部 、 理 学部 、 医学 部 、 歯学部 、 薬学部 、 工 学 部 、 某 礎工 学 部）、 5 つ の 大 学

院独 塗研究科 　（言語文化研究科 、 国際公共政策研究科 、 情 報科学研究科 、

生 命機能研究科 、 高等 司法研究科）を擁 す る 国 xZ 大学法人 で あ る。 学生数 は 、

平成 17 年 5 月 IH 時点 に お い て
、 学部学生が 12

，
125名 、 大学院学生が 7

，
82

5 名で あ り 、 総計 19，950 名を数え る
「

）

。 大学キ ャ ン パ ス は 、 大阪府豊 中市 に

位 置す る豊 中地 区 と
、 大阪府吹 田市 に 位置 す る吹 田地区の 2 っ の 地域 に 分か

れ て い る。 学部へ の 人学者は 、

一
般教養課程 の 期間で あ るは じめ の 1年か ら

1年半を主 と して 豊 中地 区に あ る 大学教育実践 セ ン タ ー
で 学 び 、 そ の 後 、 各

自の 所属す る学部 で 専門教育 を受 け る 。 大学院 へ の 入学者 は課程 を通 じて 、

主 に 、 各 自の 所属す る大学院で 学 ぶ 。 豊巾地区 と吹田地 区の 両キ ャ ン パ ス の

移動 に は
、 連絡 バ ス が 運行 して お り 、 約 20 分で 二 つ の キ ャ ン パ ス を移 動 で

き る。

（2 ）障害学生 の 修学状況

　大 阪 大学 に お け る障害学生 の 在籍数 は表 1 の よ う に推移 して い る 。
こ こ で

言 う 1障害学生」 とは 、 入 学試験 の 受 験 時 や 、 入 学 後 、 在学 中 に 大学 に対 し

て 何 らか の 配慮 や支援 の 希望 が あ っ た り、 相談が あ っ た り した 障害学生 を指

して い る 。 そ の た め
、 表 1 に 示 した 人数が 障害 を有す る学生 の 総数で あ る と

は断定で きな い
。 所属 して い る学部 ・ 研究科 や 学年 に は 、 特 に 偏 りは み られ

な い
。

表 1　 大阪 大学 にお ける障害学生 の 在籍数

199219931994199519961997199819992000
　 　 　 　 1

200著20022003200420052006

障害学生数 101157
　　18

　 7　 10　 121119 工0
　　⊥

13182324

　表 1 の 通 り、 障害学生 の 在 籍数 は増加す る傾向 に あ る 。 た だ し、
こ の 人 数

の 増加は 、 そ の ま ま、 障害 を有す る入学者 の 増加 を意 味す るわ けで は な い
。

す で に 述べ た よ うに 、 こ こ で 挙 げ た 厂障害学生 の 在籍数」 は、 大学に 対 して

支援や 配慮 の 希 望や相談 が あ っ た障害学生 を指 して い る 。 そ の た め 、 た だ 入

学者数が 増加 した とい うわ け で は な く、 大学 に 対 して 支援 や配慮 の 希望を 出

した り 、 相談 を行 っ た りす る 学生 が 増 え た と い う こ と も考え られ る 。 実際 、

表 1 に よ れ ば 、 10 名以 ドで 推移 して きた 障害学 牛 数が 、 2003 年度以 降に 増

加 して い る 。 こ れ に 関 して は 、
こ の 前年の 2002 年 10 月 16 目 よ り 、 障害学

生 か らの 相談 体制 の 拡 充 を 目的 と して 障害学生 支援 室 （開設時か ら 2005 年

6 月 8 日 ま で は 、 身体障害学生支援室） が 設置 さ れ て お り 、
こ う した 相談体
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制の 充実が 、 大学が 把握す る障害学生数の 増加に 反映 して い る と推測で き る。

入学後 、 何年 か 経過 して
、 入学時に は 存在 しな か っ た 障害学生支援室 に 相談

に 訪れ る障害学生が い る こ と も、 こ の 推 測 を傍証 す る もの で あ る と思 われ る。

　障害 の 種別 で い え ば 、 お お ま か な 傾向 と して 、 多い 順 か ら 、 肢体障害を有

す る学生 、 聴覚障害を 有す る学生 、 内部障害
’” ’

を有す る学生 、 視覚障害を有

す る学生 、 精神障害 を有す る学生 、 発達障害
n ）

を有す る学生 とな っ て い る 。

知 的障害を有す る学生 に っ い て は 、
こ れ まで に把握 され て い な い

。

　 と こ ろで 、 日本の 他 の 大学 と比較 した場 合 、 大阪大学 に お け る障害学生 の

在籍 数 は 多い 方で あ る と推測 さ れ る 。 大泉 （2005） は 、 全国 障害 学生 攴援 セ

ン ター
（2005）の 調査結果 に 基づ き、 大学 ご との 障害学生 の 在籍数 を順位付

け して い る 。 そ れ に よ る と、 2004年度 に お い て 大阪大学 で 学ぶ 障害学生数 17

名
1°’

億
、 国立大学法人 と して は、 筑 波大学 （32 名）、 広島大学 （21 名） に 続

く、 3 番目に 当 た る 。 た だ し 、 日本福 祉 大学 （115 名）や 同志 社大学 （94 名）

の よ うな
一

部の 私立大学 に は 、 学生数の 違 い を考慮 した と して も 、 及ば な い

の も事実で あ る。

（3 ） 障害学生 の 修 学支援の 枠組み

　次 に 、 障害学生支援 に 関係 す る主 な規定 や 、 中心 とな る組織 に つ い て 概説

す る 。 関連 す る主 な規定 と して は 、 大阪大学憲章、 及 び 、 障害 を有す る 学生

へ の 支援 に 関する要項を取 り ヒげ る 。 また 、 中心 と な る組織 と して は 、 学生

生活委 員会 と障害学生支援室 を取 り上 げ る 。 ただ し、 実際の 修学支援の 実施

や 修学環境 の 整 備 に お い て は 、 こ こ で 挙げ る規定 や組織 に 限 らず 、 学内の 多

様 な規定や 組織 ・個人が 関係 して くる 。 さ ら に は 、 国 の 障害者施 策 の 動向に

影響 を受 け る場合 もあれ ば 、 学外の 組織 ・ 個人 との 連携 が 必要 とな る場合も

あ る 。 た だ し 、 こ こ で は 記述が 煩雑 に な る こ とを避 け る た め
、 上 記の 規定や

組織 に 限定 して 解説 す る。

  障害学生支援に 関連する規定

　大阪大学が有す る 障害学生 支援 に 関連す る 規定 と して 、 最 も包括的 なの が

大 阪大学憲章で あ る 。 大阪大 学憲 章は 、 独立 行政 法人化 した 2004 年度 に 大

阪大 学 の 基 本理 念 と して 施行 さ れ た
。 憲章に は

、 人 権の 擁護 と題 され た第 9

条 に 障害 に関す る次 の よ うな 記述が あ る 。

大 阪大学 は 、 そ の 活動の あ らゆ る側面 に お い て
、 人種 、 民族 、 宗教 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　　コ　　 　　　　 　　 　　 　コ

信条 、 貧富 、 社会的身分 、 性別 、 障害の 有無 な どに 関す る す べ て の 差別

を排 し、 基 本的人権 を擁護す る
。 ［傍点筆者］
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こ の 条文は 、 大 阪大学が障害学生支援 を考え る ヒで の 基本方針 と な っ て お り、

障害学生支援に 関す る学 内の パ ン フ レ ッ トな どで も真 っ 先に 記載 さ れ て きた

もの で あ る
。

　次 に 、 2005 年 ll 月 17 日に 施行 され た 障害を 有す る 学牛 へ の 支援 に 関 す

る要項 を図 1に 示す 。

O 障害 を有す る学生 へ の 支 援に 関す る要項

（目的）

第 1条　 こ の 要項 は 、 基本的人権iを擁護 す る大阪大学憲章の 理 念 に 則 り、

障害 を有す る学生が そ の 能力に 応 じ 、 大阪大学 （以 下 「本学」 と い う
。 ）

に お い て 十分 な教育を受 け る と と もに 、 豊 か な学生生活を実現 し、 も っ

て 社会 に 貢献 し う る 人材 と して 成長す る た め に 、 適 切 な 配慮 の な さ れ な

い こ とに よ る不利益を被 る こ とが な い よ う、 総長及 び教職員の 責務 を明

確 に し、 及 び必 要 な支援方 策の 策定 とそ の 実施 に 関す る基 本 的 な事項 を

定 め る こ と を 目的 とす る
。

（定義）

第 2条　 こ の 要項 に お い て 「障害を有す る学生」 と は
、 本学に 在籍 する

正 規学生 又 は非正 規学生の うち 、 身体障害又 は発達上の 障害 、 そ の 他 に

よ り、 本学に お い て 教育を受 け学生生活 を過 ごすに 当 た り 、 長期的又は

一一・H寺的 に 相 当な制 限 を 受 け る者 で 、 本人が 支援 を受 ける こ とを希望 し、

か つ
、 そ の 必要性を大阪大学学生生活委 員会 （以 ド 「委 員会」 とい う。 ）

が認 め た もの を い う。

（総長の 責務）

第 3 条　総長 は 、 障害を有す る 学生が 、 適切な配 慮が な され な い こ と に

よ り 、 教育上及 び学生生活上不 利益 を被 る こ と が な い よ う 、 必要 な支援

方策を推進す る責務を有する
。

（教職 員の 責務）

第 4 条　教職員 は 、 障害を有す る学生 が 、 教育上及 び学生 生 活上 不利益

を被る こ とが ない よ う、 適切 な配慮及 び 支援 を行 う と と もに 、 支援方策

の 実施 に 対 し積極 的に 協力す る よ う努 め な けれ ば な らな い
。
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（支援実施体制）

第 5 条　委員会 は
、 全学的視野か ら 、 障害 を有す る 学生 へ の 配慮 に 基 づ

い た 支援方策及 び実施計画を策定す る もの とす る 。

2　 各学部 、 各研究 科 、 各附 属病院 、 附属図書館 、 各附置研究所 、 各学

内共同研究施設及 び各全国共同利用施 設の 長 は 、 委員会の 策定 した 支援

方策 及 び実施計画 に 基づ き 、 当該部局 に在籍 し、 又 は 当該 部 局 の 施設 等

利用 す る障害を有す る学生 へ の 具体的な支援方策及び 実施計画を策定 し
、

こ れ を 実施す る もの とす る 。

3　 前 2 項の 実施計 画に 係 る 身体 障害学生 支援経 費の 執行 に つ い て は 、

委員会の 承認 を得る もの とす る 。

（障害学生支援室）

第 6 条　障害を有 す る学生 へ の 具体的 な 支援を行 うた め 、 障害学生支援

室 （以 下 「支 援室 」 とい う 。 ） を置 く。

2　 支援室 に 関 し必要な 事項は 、 別に 定 め る 。

（事務）

障害を有す る学生 の 支援 に 関す る事務 は 、 学生 部学務課 で行 う。

（雑則）

第 8 条　 こ の 要項に 定め る もの の ほ か 、 障害を有す る学生 の 支援 に 関 し

必要 な事項 は 、 委員会の 議を経て
、 総長が 別 に 定 め る

。

附　則

　こ の 要項 は
、 平成 17 年 11 月 22 日か ら施行 す る 。

図 1　 障害を有す る学 生 へ の 支援 に関す る要項

こ れ は 、 冒頭 の 第 1条に あ る通 り 、 障害 を有 す る学生の 支援 に 関 して 、 「総

長及 び教職員の 責務 を明確 に し、 及 び必 要 な支援方策 の 策定と そ の 実施 に 関

す る 基 本的な事項 を定 あ」 た もの で あ り 、 大阪大学 の 障害学生支援の 具体的

な枠組み が 示 され て い る 。 重要 と思 わ れ る 点を挙 げ る と 、 まず 、 第 1条 に お

い て
、

こ の 要項が 「基本的人権 を擁護す る大阪大学 憲章の 理 念」 に 則 っ て い

る こ とが 明言 され て い る。
っ ま り 、 障害 を有す る学生 に 支援 を行 う こ と が 、

少数者 へ の 特 別扱 い や 慈 善 ・ 施 しの よ うな 発想 で は な く、 「十分 な 教育 を受
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け る」 基 本的人権の 擁護 とい う理 念 に 支え られ て い る こ とが 示 され て い る。

さ らに 、 た だ 障害学生 を受 け 入れ れ ば 良 い と い うの で な く 、 「適切 な 配慮が

な され な い こ とに よ る不利益」 が生 じる こ と を問 題 と し 、 障害学生 へ の 適 切

な 配 慮 を行 うと い う大学の 責務 が述 べ られ て い る 。

　 ま た 、 第 2 条 に お い て 、
「障害 を 有す る学生 」 は 次の よ う に定義 さ れ て い

る 。

本学 に在籍す る正 規学生 又 は 非 正規 学生 の う ち
、 身体障害又 は発達上 の

障害 、 そ の 他 に よ り 、 本学に お い て 教育を受 け学生生活 を過 ごす に 当た

り 、 長期的又 は
一一

時的 に 相当な制限 を受 け る者 で 、 本人が 支援 を受 け る

こ とを希望 し、
か っ

、
そ の 必 要性を 大阪大学学 生生 活委員会 （以下 「委

員会 」 とい う。 ） が認 め た もの

障害種別が 「身体障害乂 は 発達 ヒの 障害 、
そ の 他」 とな っ て お り 、 精 神障害

や 知 的 障害 に っ い て は 、 現 状で は特 に 明記 さ れ て い な い
。

　そ して
、 総長及び教職員の 支援 に お け る責務が 示 され 、 支 援実施体制 に お

け る学 生生活委員 会や 各部局長 、 障害学 生支援室 、 事務を担 う学生部学務

課
11）

の 役割 が 明記 さ れ て い る 。
こ れ らの 文言 に よ っ て 、 大阪大学 に お け る 障

害学生支援 の 責務 と役割 の 分担 が具体的 に 既定 さ れ て い る 。

  学生 生 活 委員会

　障害学生 支援に 関連す る 中心的な 組織の 解説 に移 る。 まず 、 学生生活委員

会 は 、 「大阪大学 に お け る学生 生 活 の 諸問題 に つ い て 審議す る と と もに
、 問

題解決 に 当 た る」　
F2’

もの で あ り 、 審議事項 の ひ と っ と して 「身体障害学生 の

修学支援 に 関す る こ と」 を 挙げて い る 。 よ り具体 的に は 、 障害 を有 す る学生

へ の 支援に 関す る要項 （図 1） の 第 5条 に あ る よ うに 、 「全学的視野か ら、

障害を有す る学生 へ の 配慮 に 基 づ い た 支援方策 及 び実施計画を 策定 す る」 ほ

か 、 「実施計 画に 係 る 身体障害学生支援経費の 執行 1 に 承認 を与 え る の が 、

障害学生 の 修学支援 に お い て 学生生 活委員会が 果た す 役割で あ る。

  障害学生 支援室

　障害学生 支援室 は 、 障害学生 の 支援 ・ 相談 体制 の 整備拡 充 を 目的 と して

2002年 10 月 16 日に 開設 され た （開設 時か ら 2005年 6 月 8 目ま で は 、 身体

障害学生支援 室）。 障害学生 支援室 に は 、 具 体 的な 支援 の 連絡調整 を担 当す

る コ ー デ ィ ネー タ
ー 1 名 が 事務補佐 員 （非常勤） と して 勤務 して い る 。

こ の

コ
ー

デ ィ ネ ー タ ー は 、 開設以 来 、 第
一

筆 者が そ の 任 を務 め て きた 。

　障害学生支援窒 は 、 豊 中地 区と吹 田地区に そ れ ぞ れ 1 っ ず つ 部屋が確保 さ
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れ て お り、 平 日 の 午後 に 開室 して い る 。 障害学生 支援室 の 曜 目 ご との 開 室地

区 と 開室時間 は 表 2 の 通 りで あ る 。

表 2　 障害学 生支援室の 開室地 区 ・時間

月 火 水 木 金

開室時間 13：00 − 17：0013 ：00 − 16：0013 ：00 − 16：0013 ：00 − 17：0013 ：00 − 17：00

開室地区 豊中地 区 吹 田地区 豊 中地区 吹田地 区 豊中地区

ま た 、 図 2 と図 3 は 、 そ れ ぞれ豊 中キ ャ ン パ ス と吹 田キ ャ ン パ ス の 障害学生

支援室 の 様 子で あ る。

図 2 　障害学生支援室 （豊中地 区 ）

1＃c／；1

図 3　 障害学生 支援室 （吹 田地 区）

　障害学生支援室に 関す る規定は執筆時点で は存在せ ず 、 障害を有す る学生

へ の 支援 に 関 す る要項 の 第 6条に ［障害 を有す る学生 へ の 具体的な 支援 を 行

う　 とあ る の み で あ る 。 た だ 、 身体障害学生 支援室の 設置 と コ ー デ ィ ネ ー ター

の 配 置に 関す る提案が 出され た 際 の 文書
3’

に は 、 身体障害学生 支援室 に 勤務

す る コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

の 役割 と して 次 に 紹介す る 3 つ が記 され て い る。
こ れ

らは 、
そ の 後に

、 支援対象が身体障害を有す る学生か ら 、 障害全般を 有す る

学生 へ と拡 げ られ た 点 を除けば 、 概ね
、 現 在の 業務内容に も当て は ま る。

そ

こ で 、 ワ
ーキ ン グ報告 に 依拠 す る か た ち で 、

コ
ー

デ ィ ネ ー タ ー
の 役割 を ま と

め て お く。

　挙 げ られ て い る役割の ひ とっ 日は 「障害学生 の ニ ー ズ に 某 つ い た支援」 で

あ る 。 具体 的に は 、 「情報 障害 、 移動 障害 の サ ポ ー ト」、 「ニ ー ズ を汲 み 取 り 、

支援 に 活か す仕組み 作 り」、 「
．
コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン ・ ギ ャ ッ プ を埋 め る 仕組 み

作 り」が 挙 げ られ て い る 。
ふ た っ 目は 、 「支援 す る 人 に 対す る サ ポ ー

ト」 で

あ る
。 具体的 に は

、
「支援者の 募集や 登録、 管理 ． 、

r障害学生 と支援者 と の

日程調as　14］1、 「障害学生 と支援者 の 希望 や不 満の 調整」、 「ボ ラ ン テ ィ ア 保険
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へ の 加 入 手続 きな ど
1

匂 が 挙げ られ て い る。 最後 に
、 「支援環境 の 整備」 で

あ る。 具体的な もの と して 、 「支援者の 養成」、 「大阪大学内部の 支援 ネ ッ ト

ワ
ー

ク の 構築」、 1支援 に 関する情報 の 集約 ・発 信拠点」 が挙 げ られ て い る
。

実際に は 、
こ れ らの 3 っ の 役割 に 関連 して 多彩 な業務 を担 う 「よ ろ ず屋」

］c’）

の よ うな存在 で あ る と言 え る 。

　 と こ ろ で 、 障害学生 支援室 が提供す る 直接的な 人的 サ
ー ビ ス を担 うの は 、

コ ーデ ィ ネ ー タ ー 1 名だ け で は な い
。 人手が 不足 して い る場合 に は コ

ー
デ ィ

ネー タ ーが 担当す る こ と もあ るが 、 ほ とん ど の 場 合 、 人 的サ ー ビ ス の 提供を

担 うの は学習補助者 と呼ば れ る ア ル バ イ トで あ る 。 学習補助者は 、
こ れ ま で

の と こ ろ 、 大阪大学 の 学 生 、 近隣の 他大学 の 学生 、 近隣 の 要約筆記 サ
ー

ク ル

の メ ン バ ー
等が 勤め て き た 。 学習補助者 の 業務 に は 、

一
律で 、 時給 950 円が

謝 金 と して 支 払わ れ て い る 。 貝体的 な業務 内容 と して は 、 視覚 障害学生 へ の

対面朗読や 資料の 点訳 、 聴覚 障害学 生 へ の 筆 記 通訳 （要約筆記）や 手話通訳 、

車い すを利用 して い る学牛 へ の 図書資料 の 探索補助等が挙げ られ る 。 た だ し 、

こ れ らの すべ て を 目常的 に 行 っ て い る わ けで は な く、 障害学生か らの 希望が

あ っ て 初め て 活動の 機会が 生 じる 。 また
、 そ の 他 に も、 障害学生 支援室 で 主

催す るセ ミナ
ー

の 企 画や運 営 、 支援者同士 や 、 支援者 と障害学生 との 交流会

や 勉 強会 の 開催 等、
一イ ン フ t

一
マ ル な ボ ラ ン テ ィ ア と して 障害学生 支援室 の

活動 に 携 わ る こ と もあ る。

　学習補助者 は 、 障害学生支援宰を通 じて 募集 され る 。 希 望 者 は 、
コ

ー
デ ィ

ネ
ー

タ
ー

か ら業務 内容の 説 明を受 けた 後 、 学習補助者 と して 登録 し、 活動を

始め る 。 事前 に
一 定 の 知識や 技術の 習得が必 要 と され る点訳や 筆記通訳等 に

関 して は 、 事前 に コ ー デ ィ ネ ー タ ーか ら講習 を受 け る こ と が 活 動 条件 と な

る。

（4 ）障害学生支援サ
ー ビス

　本節の 最後 に 、 大阪大学が 提供 する 障害学生支援 サ
ー ビ ス の 卞 な もの を解

説す る 。 こ こ で は 2004年度 に 作成 さ れ た 大 阪大学 の 障害学生 支援 を 主 に 利

用す る学生向 けに 広報 す る目的で 作成 され た 「大阪大学障害学生 支援 サ ー ビ

ス 』 と題 され た リ
ー

フ レ ッ トか ら 「サ ー ビ ス の 主 な 内容一1の 箇所 を 抜粋す る 。

○サ
ー ビス の 主 な 内容

大阪大学が提供 する 障害学生支援サ
ー ビ ス の うち 、 主 な もの を紹介 し ま

す。
こ こ に 挙 げ られ て い な い サ

ー ビ ス で も 、 可 能 な限 り対応 します の で 、
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ご相談 ドさ い
。

共通 の サ
ー ビス

（1 ）期末試験 の 調整

試験 時間 の 延長や 、 別室受験 と い っ た 期末試験時の 必要な配慮 を行 い ま

す。

（2 ）授業担 当教員 へ の 配慮事項 の 伝達

授 業時に 必要 とす る配 慮 に っ い て 、 授 業担 当教 員へ 事前に 伝達 します 。

視 覚 障害 の ある学生 へ の サ
ー ビス

（1）教材 の 点訳 、 拡 大 、 音訳

正課 （大学の 教育課程に お け る授業、 お よび、 担当教員の 指導 ・ 指示の

もとに 行 わ れ る演習 、 実習 、 隣地講義 、 工 場見学 、 フ ィ
ー ル ドワ

ー
久

調査実習、
ゼ ミ合宿等の こ と）に お け る 教科書、 配付資料 、 試験問題 の

点 訳 、 拡 大 、 音訳 を 行 い ます 。 配 付 資料 に 関 して は 、 事前に電子 フ ァ イ

ル で 受 け取 る こ とが 可能 な場合 もあ ります 。

（2）代筆

記 入 の 必 要 な 書類 の 代筆を 行 い ます 。

（3）対面朗読

活字の 書籍や 資料を読み ヒげ る対面朗読 を提供 します。

（4 ）支援機器の 利用

情報 の 音声読み 上げ を行 うス ク リ
ー

ン ・リ
ー

ダ
ー

が イ ン ス ト
ール され た

パ ソ コ ン や 、 点字デ ィ ス プ レ イ な ど大学に あ る支援機器 を利用 す る こ と

が で きます 。 利用 可能 な 支援機器 に つ い て は 、 直接 、 お 問い 合わ せ ドさ

い
。

聴覚障害の ある学生 へ の 支援

（1）通訳者 の 派遣

正課 に お い て 、 話 の 内容 を文字 に書 き起 こ す筆記通 訳 や手話に 変換す る

手話通訳を提供 します。

（2 ） ビ デ オ 教材 へ の 字 幕挿入

正 課 に お い て 、 用い られ る ビ デ オ 教材 へ の 字幕 の 挿入 を行 い ます 。

（3 ）支援機器の 利用

FM 歩調 シ ス テ ム な ど 、 大学 に あ る支援機器を利用す る こ とが で きます 。

利用 可能 な支援機器 に つ い て は 、 直接 、 お問 い 合わせ 下 さい
。
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図 4 　 障害学生 支援サ
ー ビス の 主 な内容

そ の 他 、 図 4 の 冒頭 に 「こ こ に 挙 げ られ て い な い サ ー ビ ス で も 、 可能な限 り

対応 しま す」 とあ る よ うに
、

こ こ に 挙 げ られ た支援サ
ー ビ ス の 項 目に 限 らず 、

休憩室 の 提供や 、 身体障害者用駐車場 の 確保 、 掲示資料 の 電 子デ
ー

タ の 提供、

履修 の 困難 な 授業科 目の 振替 、 健康体育科 囗の 特別 ク ラ ス の 設 置 な ど 、 個別

の 要望 に 応 じた 支援 サ ー ビ ス も提供 され て きた。

　表 3 に は 、 入学後 に 障害学生 が利用 した大学の 支援サ
ー ビ ス に っ い て 、 把

握で きた 範囲 で
17 ！

、 2002 年か ら 2005 年 まで の 内容 ご との 件数を 示 し た 。 件

数 は 、 年度 ご と に 1 名の 利用が あ っ た場合 に 1件 と して 数え て い る。
そ の た

め
、 年度 を通 して

、 継 続 的 に 多数 回 利用 され る点訳 や 筆記通訳の よ う な 支援

サ
ー ビ ス も年度 ご と の 利用 で 1件 とな っ て い る 。

表 3　 障害 学生 支援サー ビス の 利 用件数

2002200320042005

期末試験の調 整 1 0 0 2

授業担当教 員へ の 配 慮事項の 通知 1 1 2 2

教材の 点訳 、拡大、音訳 1 1 1 1

代筆 1 2 2 1

対面朗読 1 1 1 1

筆記 通訳 、手話 通訳の 派遣 ！ 1 1 1

ビデオ教材 へ の 字幕挿入 0 0 0 1
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授業教室に 関す る調 整 1 1 1 2

移動介助 0 0 0 1

支援機器 の 利用 1 4 3 3

駐車場の 確保 1 2 3 4

図書資料の 探 索補助 0 L 1 1

休憩室の 利用 0 O 1 2

　 こ う した 支援 サ ー ビ ス の 相談 ・申 し込 み の 窓 口 は 、 障害学生が 所属す る学

部 ・ 研究科 の 事務 、 ま た は 、 障害学生支 援室 と さ れ て い る 。 相談が な さ れ た

場合に は 、 関係者の あい だ で 情報共有及 び対応の 協議が な さ れ 、 速や か な 対

応が 日指 さ れ て い る 。

3 ． 取 り組み の 経緯

　以 Lが 、 執筆時点の 大阪大学 に お け る 障害学生 の 修学支援体制 で あ る。 し

か し、 大阪大学 で 始め か ら こ の よ うな支援体制が 確立 され て い た わ けで は な

い
。 そ こ で 、 本節 で は 、 前節で 述 べ た 支援体制 の 成立 まで の 経緯 を概説す る。

具体的 に は 、 障害学生 へ の 対応が 部局 ご との 個 別対応 に 任 さ れ て い た 第
一
期 、

部局 ご との 個別対応 に 加 え て 大 学全 体 と して の 対応が 始 ま っ た 第二 期 、 障害

を有 す る学生 へ の 支援 に 関す る要項が 作成 さ れ 、 大学全体 と して の 支援体制

が 明確 に な っ た 第三 期に 分けて 説 明す る
1

 

（「）第一 期 ： 部局 ご との 個 別対応 の 時期 ［1992 年 10 月 21 日 〜 2002 年 10

　　　 月 16日］

　大 阪大学が 初 め て 障害学生 を受 け入れ た の は 、 1967 年 で あ る と され て い

る
19 ）

。 そ れ 以 後 、 参照 で きた 資料に 限れ ば 、 大 阪大学 の 障害学生支援 に 関す

る 資料が 残 され て い くの は 、 1992年 IO 月 21 日 に 身体障害学生修学 援助委

員会 が設 置 され て 以 降の こ とで あ る
。

た だ し
、 学部 ・ 研究科 とい っ た 障害学

生 が 所属す る部局 ご とに 対応 が な さ れ て きた た め 、 部 局 ご との 障 害学生 の 人

数 や 経費配分 な ど を除 けば 、 具体的 な こ とはあ ま り窺 い 知 る こ とが で きな い 。

こ こ で は、 1992 年 IO 月 21 日か ら
、 身体障害学生 支援室が 設置 され た 2002

年 10月 16日 まで を 第
一

期 と して 概説す る。

　身体障害学生修学援助委員会 は 、 1992 年 10 月 21 目に 「身体障害学生 に

対 して
、 全学的に 統

一
した方針 の もとで 、 組織 的に 、 修学 に 関 して 必 要 な援

助計画を策定 す る た め の 体制 整 備 と して 」
2°〕

、 設置 さ れ た 。 年度 ご と に 1 、
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2 回開催 さ れ 、 1身体障害学生の 修学 に 関 し、 必 要 な援助計画の 策定」 が 行

われ て きた
11

。 身体 障害学生修学援助 委員会 は 、 委員長 を務 め る 副学長 1 名

の 他 、 委員 を各 部局 か ら選 出 され た 1名の 教 員が 務め る 全学規模の 委員会で

あ っ た   そ して 、 他方 、 各部局の 委員は 、 そ れ ぞれが 所 属 す る 部局 に お い

て 部局委員会を構成 し
、 部局内の 必 要な援助計画の 策定 を行 う こ と とさ れ た

。

こ の よ うに 全学 に は身 体 障害学 生 修学 援助 委員会 、 部局 ご と に は 部局委員会

が 置か れ る こ と と な っ た が
、 実質的に は 、 部局 ごとの 個別対応 に 任 され て お

り、 必 要 に 応 じて 身体障害学生修 学援助委員会を通 じて 全学的に 対応す る と

い う休制が 採 られ て い た よ うで あ る 。

　 こ う した気運 が変化の 兆 しを見せ た の が 、 身体障害学生支援 を充実 させ る

た め の 具体的 な改 善策 を 検討す る目的で 2002 年 3 月 19 日 に 発足 した ワ
ー キ

ン グ グル ー プ以 降で あ る 。 ワ
ー キ ン グ グル

ー プ に は、 当時 、 身体障害学生修

学援助委員会の 委員 を務 め て い た 第 二筆 者 も加わ っ た 。
ワ ー キ ン グで は 、

そ

の 活 動 の 総 括 と して 2002 年 10 月 28 目 に 身体 障害学 生 修 学援助 委 員会 に

「大阪大学 に お け る身 体障害学生 の 支援に 関す る 今後 の 取 り組 み に っ い て ：

身体 障害学生修学援助 ワ
ー

キ ン グ報告」 と題 す る報告 書を提出 して い る。 時

期が 前後す るが 、 そ の 報 告書 に 基づ い て ワ
ーキ ン グ グ ル ープ で 交わ され た議

論 を概観 して お く。

　報告書 に よ れ ば 、 「身体 障害学生 の
…学生 の 権利 を 保障す る た め に 、 大学

は バ リア フ リー環境を 整備 し提供 す る 責務 を 負 っ て ． お り、
ワ

ー キ ン グ は

「身体 障害学生 の 教育 研究 環境 を
一

掃充実 させ る た め 、 全学的立場 に 蹴 っ て

整備 す べ き当面 の 課題 を検討 し
、

そ の 施策 を提言 す る 役割 を負 っ て 組織 さ れ

た 」。 具体的 に は 、
「 （1）学生 の ボ ラ ン テ ィ ア 活動に 対す る支援の 充実 と学

外 ボ ラ ン テ ィ ア と の 連携　 （2 ） カ ウ ン セ リ ン グ等の 学生相談体制 の 整 備

（3）障害者の 支援 に 対 す る教職員 ・ 学生 の 意識の 啓発　 （4）緊急 に必要

な バ リア フ リ
ー 整備」 が 検 討 さ れ た 。 注 目す べ き点 は 、 部局 単位 の 対 応 が

「身体 障害学生 の 教育研 究の 現 場に お け る 支援 とい う点 で 適 切 な対応で あ り、

担当 教官 と 各部局 の 教務委員 会、 事務部との 緊密 な連携 の Lに きめ 細やか な

対応が 可能 に な る」 と しっ っ も、 「全学 的な 視点 に 立 っ た 支援 に 関 す る施策

を議論す る場 が少 な くな る こ と や 部局間相 互の 情報交換 の 場 が少 な い こ とか

ら各部局 ご とに 工 夫 され た対応 の ノ ウ ハ ウ の 共有化が 迅速 に で きな い こ とや 、

教育研究以 外の 学生生活 に 対 す る支援が 行い に くい こ と
、 ま た 、 場合 に よ っ

て は部局間の 対応の 質 に 差が 生 じる こ とな どの 問題点が生 じる 凵∫能性が ある」

と して 、 全学的な 支援体制 を強化す る必 要 が あ る と述 べ て い る 。 こ う した ワ
ー

キ ン グ報告 を境 と して
、 部局 ご との 個別対応 に 加え た 全学的 な支援 体制 の 整
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備が 意識 され るよ うに な っ た とい え る。

（2 ） 第二 期 ： 全学的対応が始 ま っ た 時期 ［2002 年 10 月 16 日 〜 2004 年 4

　 　 　 月 1 日］

　 ワ
ー キ ン グ報 告の 提案の ひ と っ と して

、 身体障害学生支援室及び コ ー デ ィ

ネ ー タ ー
の 配置 が あ っ た 、、 身 体 障 害学生 支援室 が 開設 され た の は 、 2002年 10

月 16 目で あ る 。
コ

ー デ ィ ネ ー タ ー は
、 当時 、 身体障害学生修学援助 委 員会

と ワ
ー

キ ン グの 委員を 務め て い た 第 ：筆 者 を介 して 、 第
一

筆 者が そ の 任に 当

た る こ と と な っ た 。 こ こ で は、 こ の 身 体 障害 学 生 支援 室 が 設 置 され て 以 降 、

全学的 な対応 が 模 索 さ れ て きた 時期を 第二 期 と して 解説す る。

　2002年度 が 始ま る 前後 か ら 、 当時 、 大学 に 在籍 して い た聴 覚障害学生 や

視覚障害学生 に 対 して 、 第
一

筆者を 含む
、

そ の 周囲の 学生有志 に よ る支援活

動が 始 ま っ て い た 。 具体的 に は 、 聴覚障害学生 へ の 筆記通 訳 や 、 視覚 障害学

生 へ の 対而朗読が 行わ れ て い た 。 現在 、 障害学生 支援室か ら提 供 され て い る

人的 サ
ー

ビ ス の 養成や 調整の 基本的な枠組 み は 、 概ね 、 こ の 時期 に 第一
筆者

を含む学生 有志 に よ っ て 構築 され て きた もの で あ る。 代表的な もの で 言え ば 、

筆記 通訳 の マ ニ
ュ ア ル や パ ン フ レ ッ トが 作成 さ れ

、
メ

ー
リ ン グ リス トを用 い

た 支援者の 日程調整の シ ス テ ム が考案 さ れ た 。 障害学生を 中心 とす る学生 有

志 の 活動 は 、 そ う した 直接の 支援活動の みで は な く、 障害学生 の 所属部局 と

の や り取 りを通 じて 、 支援 に 用い る機材の 提供や 支援の 有 償化 の 要望が 提出

され 、 実現 され て きた 。

　そ う した 学生 を 中心 と した 支援活動は
、 身体障害学生 支援室 が設置 され て

か ら も継続 し 、 以 後 、 人 的サ ー ビ ス の 提供の 現場 に お い て は学 生 有志 の 活動

と身休障害学 生 支援室 の 活動 が 混 然 と した 攴援体制が採 ら れて きた 。 比重が

身体 障害学生支援室 に 移 る よ うに な っ た の は
、

そ れ まで に 巾心 と な っ て 活動

して きた 学生 が 、 学年が上 が り忙 し くな っ た た め 、 従来 ほ ど時間を割 く こ と

が で きな くな っ た 2003年度 の 後半以降の こ とで あ る
。

そ の 期を境に して
、

そ れ まで 学生 が担 っ て きた筆記通 訳の コ ー デ ィ ネ ー
ト役 を 身体 障害学生支援

室 が 引 き継 ぐこ と と な っ た
。

　 また
、

こ の 時期 に は 、 支援 サ
ー ビ ス の 提供 に 並 行 して 、 教職員 や 学生向 け

の 啓 発 ・広報 活動 が行 われ始 め た 。 第二 期の 期間を 外れ て しま うが 、 執 筆 時

点 ま で に 実施 さ れ た 全学 を 対象 と した代表的な活動 と して 、 次の よ うな もの

が あ る 。 「こ ん な 支援 を して い ま す。 あ な た もご 一
緒 しませ ん か』 と題 さ れ

た 学生 向 け パ ン フ レ ッ トの 配 布 （2002 年 12月？）、 身体 障害学生 支援室 セ ミ

ナ
ー

第 1回 『大学 に お け る 聴覚 障害者』 の 開催 （2003 年 12 月 2 日）、 身体
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障害学生支援室 の ウ ェ ブ サ イ トの 開設 （2004年 12 月）、 身体障害学生 支援

室 セ ミナ ー第 2Lr！J「大学 に お け る ウ ェ ブ ・ア ク セ シ ビ リテ ィ 』 の 開催 （2004

年 7 月 17 日）、 「大阪大学障害学生支援 サ
ー ビ ス 」 と題 され た学生向け リー

フ レ ッ トの 配布 （2005 年 4 月）、 大 阪 大学 の 職 員 を対 象 と した 障害学 生支援

に 関す る研II多 （学生 生 活 研 究 会 ：2005年 1月 28
，
29 日 、 平成 17年度学生関

係事務研修 ： 2005 年 7 月 12 日）、 障害学生 支援室 セ ミ ナ
ー第 3回 「大阪大

学 の 施 設 バ リア フ リ
ー

」 の 開催 （2006 年 3 月 17 ヒ」）、
キ ャ ン パ ス の バ リア

フ リ
ー

マ ッ プ の 公 開 （2006年 4 月）、 「大阪大学障害学生支援サ ー ビ ス ：教

員の 手引 き』 と題 され た教員向 け パ ン フ レ ッ ト （2006年 6 月） で あ る。

　こ の よ うに
、

こ の 時期に は 、 身体 障害学生 支援室 と い う障害学生支援 に 特

化 した 部署が 設 置 さ れ 、 そ れ ま で 学生 有志で 行わ れ て き た活動が 身体障害学

生支援室 と い う大学 内の
一

組織 に 引 き継 が れ た 。 た だ し、 身体障害学生 支援

室が 設置 され て 問 もな い こ と もあ り、
こ の 時期に は 身体 障害学生 攴援室の 役

割 や 業務 は は っ き り と は して い な か っ た 。 そ の た め
、 個 々 の 障害学生 に 対す

る支援経験 を 通 して 、 身体 障窖学生支援室 と個別 部局 との 連携の あ り方 を模

索 して い た 時期で あ る とい え る 。

（3 ）第三 期 ：支援体制が 明確化 される時期 ［2004 年 4 月 1 日 〜 1

　こ う した学 内の 取 り組 み と は 別 に 、 2004 年度 か らの 国立 大学 の 独立 行政

法 人化 と い う外在的な 要因か ら 、 全 学的 な 支援体制 に い くつ か の 変 更 が あ っ

た
。

こ こ で は 、 第三 期 と して 、 独立行政法人化 に 伴 う支援体制の 変更以後 の

流れ を取 り上 げ る 。

　具体 的な変更点 と して は 、 まず 、 前節で 紹 介 した 大阪大学憲章 が施行 され

た 。 また 、 身体障害学生修学援助委 員会が解消され
、

そ の 役割が 学生生活委

員会に 統合さ れ た
。

そ の 他 、 独立 行政 法人化 に 伴 い
、 国立 大学 法人 は 以後 6

年 間 の 中期 目標を 立て 、 そ れ に 基づ い て 作成 さ れ た 中期計画を実施 する こ と

とさ れ た。 大 阪大学 の 中期 目標 ・中期計画 に は 、 障 害学 生 に 関す る項 目が 取

り入れ られて い る。 主 な箇所を抜粋す る と
、 大学の ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ポ リシ ー

に 関す る記述 と して 「本学 で は身 体障害者 の 人学 に 門戸 を開き、 多 くの 教官

の 協力 の もと に 身体障害者 を考慮 した教育体 制 の 改善 を行 い 、 円滑な 教育を

目指 して い る。 今後 もこ の 方針で 身体障害者の 教育環境の 充実 を行 な う」、

健康休育教育に 触れ た 箇所 と して 「身体 障害 学生 の ため の 専用運動施設 、 設

備 や 「健康科学』 に お ける実験用機器 を充実す る 」、 学習支援 に関 す る計画

と して 「身体障害学生 の た め の 教 育 援 助機器 を 開発す る」、 研究環 境の 整備

に 関す る 計 画 と して 「ハ
ー

ド面 で の 研 究施 設面積 の 絶対 的不 足 と 老朽化 に 伴
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う悪 影響 と を 解消 す る 努力を続 け る
。 研 究の 合理 的 ・ 効率的遂行の 視点か ら

だ け で な く、 耐震 ・火災な どの 災害対策 や バ リ ア フ リー対応 の 視点か らの 建

物設 計 も行 い
、 積極的 に 概算要求を して い く」、 身体障害学生 に 対す る支援

体制や バ リア フ リ
ー

環境 の 整備の 項 目と して 「（1） 全学 的 に は身体 障害学

生修学援助 委員会が 中心 と な っ て サ ポ ー ト体制 を整備 す る 。 平成 14 年度

：筆者注 ：2004年度 ］よ り両 キ ャ ン パ ス に 設置 した支援室 （コ ーデ ィ ネ ー ター

を 配置） を 充実さ せ 、 各部局 と の 窓 口 と緊密 に 連携 して 支援 に 当 た る
。

（2） 新設お よ び 改修 の 建物 ・ 施設 は バ リア フ リー が標準仕様 とす で に な っ

て お り、 既 設の 施設 に つ い て も順次 バ リア フ リ
ー

化 を促進 す る。　 （3） ハ
ー

ド而の 整備の み な らず 、 学生 ボ ラ ン テ ィ ア の 組織化 な ど ソ フ ト面 の 整備を 行

う」 が あ る 。

　 こ う した 大学 自体の 変成 の 一 方で
、

こ の 時期に は 、 前節で 開設 した よ うな

現 時点 の 大阪大学 の 障害学生 支援体制が 明確 に され て い っ た。 まず 、 障害学

生支援室の 支援 サ ー ビ ス に つ い て 、 「大 阪大 学 障害学生支援サ
ー

ビ ス 」 と題

され た学生向 け リー
フ レ ッ トが 作成 さ れ 、 そ れ に 伴 い

、 支援 サ ー ビ ス の 主 な

内容 が 明示 さ れ る よ うに な っ た （図 4 参照）。 また
、 2005 年 6 月 8 目 に 開催

さ れ た 学生生 活委員会 に お い て 、 委員長 よ り身体障害学生支援室 を障害学生

支援室 へ と改 称す る 旨の 発議が 出さ れ 、 了承され て い る 。 そ の 背景に は 、 現

に 、 大阪大学に 精神障害 や発達障害を有す る学生が在籍 し、 必 要に 応 じて 支

援が 提供 され て い た とい う事実が あ る 。 そ の た め
、

こ の 改称 は
、 名を体に 合

わ せ 、 精神障害や 発達 障害を 有す る学生 を支援サ
ー ビ ス の 利用 者か ら排 除 し

な い こ と を明 確 に 示 す もの で あ っ た
。 さ らに 、 2005 年 11 月 17 日 に 障害 を

もっ 学 牛 へ の 配慮 に 関す る 要項 が 施行 さ れ た
。

こ の 要項 の 原案 は
、 第一 筆者

が作成 し 、 学生牛 活委 員長 の ほか
、 大阪大学 で 教鞭を と る障害 を有す る教員

等 も関わ りな が ら最終 稿 が作成 さ れ た 。 そ の 後 、 事務 との 調整 を経 て 、 2005

年 Il月 17 目 の 学生生活委 員 会 で 了承 さ れ た
。

こ こ に 至 っ て 、 現在の 支援体

制が 確立 され た と い え る。

　こ の 時期に は 、 1璋害学生支援に 関す る大学全体の 支援体制が制度化 され 、

責務や役割が 明確 に され た
。 また 、 障害学生支援 室 へ の 改称 に よ っ て

、 支援

サ ー ビ ス の 対象 が身体障害 に 限 らな い こ とが明示 され た
。 さ らに 、 従来 まで

、

障害学 生 か ら相談が あ っ て 始 め て 可能 な 支援 内容が 明か さ れ て い た支 援内容

が 、 支援サ ー ビ ス とい うか た ち で 提示 され た こ と も利用者で あ る 障害学生 か

らみれ ば大 きな こ とで あ る と思わ れ る。 ま とめれ ば
、 第三期は 、 大 阪大学に

在籍す る 障害 を有す る学生 に対 す る修学支援体制全体が 明確 に な っ た 時期で

あ る と い え る 。
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4 ． お わ りに

　本稿で は 、 大阪大学に お け る 障害学生支援に つ い て 、 現 在の 支援体制 と 、

支援体制が確 ヴす る まで の 経緯 に焦点を 当て て 報告 した 。 こ う した 支援体制

の 確 、Zは 、 単 に 、 支援が 制度化 され 、 効率良 く提供され る よ うに な っ た とい

うだ けの 話 で は な い
。

　障害学生 が 在籍す る 部局で の 個別対応 が 基 本で あ っ た 時期 に は 、 障害学生

へ の 対応 は 当該部局 内 （の そ の また
一 部） に 閉 ざ さ れ て い た

。
そ うす る こ と

で
、

ワ
ー キ ン グ報告 に あ っ た よ うに 「担当教官 と各部 局の 教 務委 員会 、 事務

部と の 緊密 な連携の ヒに きめ細 や か な 対応 が可能に な る」 とい う利点 もあ っ

た の か も しれ な い
。 しか し、

そ れ は 、 障害学生 へ の 対応が 、 所属部局 の 「担

当教官 と各部局の 教務委員会 、 事務 部」 の 意 向に 左右 さ れ か ね な い と い う危

う さ を秘 め て い る。 ま して 、 障害学 生か らすれ ば 、 大学 と して の 支援 サ ー ビ

ス や支援体制が 明確 に され て お らず 、
ど こ ま で 、 ど の よ うな支援が 受 け られ

る の かが所 属 部局 に 相談 しな ければ 分か ら な い と い う状況で は 、 自分が 大学

の な か で 異質 な 存在で あ る こ と を意 識せ ざ る を 得 な い だ ろ う。

　そ う考え れ ば
、 本稿が 報告 した 支援体制 の 確 奄の 経緯 と は 、 大阪大学 の な

か で 、 障害学生 の 存在を 当然 の こ と と して 受 け止め て い く過 程で あ っ た と い

え る。 障害学生 支援室 が設 置さ れ た次年度 以 降 、 大学 で 把握 され る障害学生

数が 増加 を 続 け て い る こ と は 、 そ の 過程 を端的 に 表現 して い る とい え な い だ

ろ うか 。

　と は い え 、
そ の 点に 関 して 言 えば 、 筆者 らは 、 大阪大学 に は まだ課題 が残 っ

て い る と考え て い る 。 た とえ ば 、 障害を有す る学生の 支援に 関す る要項 に は 、

障害を 有す る学生 と して 、 精神障害 、 知 的 障害 を有す る正 規 ・非正規学生 が

明 記 さ れ て い な い
。 ま た 、 図 4 に 示 した 障害学生 支援 サ

ー ビス に は 、 発達 障

害 、 精神障害 、 知的障害 を有す る学 生 へ の 支援 サ
ー ビ ス は 明示 され て い な い

。

そ う し た 障害 を有す る学生 の 存在 も 、 同 じよ うに 、 当た り前の こ と と して M

け入れ る こ とを明確 に 示す必要 が あ るだ ろ う。

　そ して 、 最後 に
一

点 、 本稿 の 限界 を述 べ て お こ う。 本稿で 報告 した支援体

制 は 、 演劇で 言え ば、 書 き割 りの よ うな もの で あ っ た
。 本稿で は 、 そ の 書 き

割 りを背景 に 主役 を演 じる障害学生 の 姿が 描 け て い な い
。 そ の た め

、 障害学

生 支援 サ ー ビ ス の 利 用 者で あ る障害学生 の 評 価 を 得て 、 支援体制 へ 絶え ず反

映 させ て い くよ うな 仕組み を充実 させ て ゆ くこ とが 、 筆者 らの 次の 課題 で あ

る と考え て い る。

137

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The International Society of Volunteer Studies in Japan

NII-Electronic Library Service

The 　工nternatlonal 　Soolety 　of 　▽ olunteer 　Studles 　ln 　Japan

松原　崇 ・渥 美公 秀

【注】

1） 本稿 で は 、 特 に ［新 らな い 限 り 、 「障害 を 有す る学生 （障害学生）」 と い う

　 言葉 に 定 義を 与え ず に 使用す る 。 強 い て 言え ぱ
、 そ の 都 度 、 「障害 を 有

　 す る学生 と呼 ば れ 、 障害 を 有 す る学生 と して 振 る舞 うこ とを期待 され 、

　 障害 を有す る学生 と して 対応 され る 人々 」 とい っ た意味 で 使用す る 。 そ

　 の 理 由 は 、 筆 者らが 、 障害を特定 の （広 義の ）身体 tiの 状態 に 基 づ い た

　 実体的 な概念 と は捉 えず 、 社会 的 、 歴史的に 相対的 な 概念 と捉え て い る

　　こ とに 関連 して い る 。 た とえ ば 、 Oliver（1990） は 、 障害 と は
、 主 に

、

　 産業資本主 義社会に 特徴的 な社 会構造 の な か で 排除 され 、 無力化 され た

　 人 々 に 付与 され た 社会的カ テ ゴ リー
で あ る こ と を指摘 して い る 。 こ う し

　 た 観点 に っ い て は 、 障害学 （Disability　Studies） の 一 連 の 研 究 に 詳 しい

　　（e，g．石 川 ・ 倉本　2005）。
ち な み に 、 障害学で 高等教育 を扱 っ た研 究

　 と して
、

Parkcr （1999）、　Konur （2000）、　Holloway （2001）等が あ る 。

2）調査 は 、 全国 の 大学 、 短 期大学 、 高等 専門学校 1，115 校 （回収率 90，5％）

　 を対象 と して
、 実施 され た 。

3） こ こで 「全学 生 数」は 、 「学校基本調 査 （平成 17 年度速報）」 （文部科学

　 省） に よ る 数値が 使用 さ れ て い る 。 しか し
、 学校基本調査 と

、 日本学生

　 支援機構 （2006） の 調査で は 、 回収率が 異 な る。 そ の た め
、 「全学生数」

　 を用 い て 算出 さ れ た こ の 比率 は参 考値 とさ れ て い る
。

4）平成 18 年版障害者白書 （内閣府　2006）で 公表 さ れ て い る総 人 口 1
，
000

　 人あ た りの 障害者数 （p．168） よ り算 出 した 。

5） こ の よ うなテ
ー

マ は 、 こ れ まで
一

般 に 「高等教育に お け る障害学生支援一亅

　 と総称 さ れ て きたが 、 障害学生個人の 援助に 関わ る問 題 と して 捉え ら れ

　 が ちな 「障害学生 支援」 と い う言 葉 よ り 、 障害学生 を 無力化す る社会 の

　 障壁 の 除去を 課題 とす る 「バ 1丿ア フ リ
ー

」 と い う 占葉 で 問 題化 され た方

　 が 良 い か も しれ な い
。 注 1 に 述 べ た よ うな観 点 か らす れ ば 、 問題 視 され

　 る べ きは
、 障害者を排除 し 、 無力化 して きた社会で あ るか らで あ る 。 た

　 とえ ば 、 東京大学で は 、 意識的に バ リア フ リー と い う言 葉が用 い られ て

　 い る。

本学 ［筆者注 ；東京大学］ は
〜F成 14 年 10 月 に バ リア フ リー支援準備

室 を設置 し 、 平成 16 年 4 月 に 1司準 備 室 を支援室 に 格⊥ げ しま した 。

こ こ で 重要 な の は 「バ リア フ リー支援 」 とい うネ ー ミ ン グで す 。 「障

害者支援」 で は な い 点が重 要 で す 。 と い うの は 、 障害者 で あ る学生 ま
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た 教職員 に 対 して 私た ちの 社会が築 い て い る バ リア 障肇 こ そ が 問題

で あ る と い う認 識が 背景 に あ る か らで す 。 今の 社会 で 1障害者」 と

され て い る人 た ちに 対 して 、 多 くの 障壁 を私 たちの 社会は築 い て しま っ

て い ま す。
そ う した 障壁 こ そ が 問 題 な の で あ り 、 「障害者」 が 問題 な

の で は な い とい う基本的 な認 識が 重要で す。 （東京大学　 2006： ．2）

　本稿 で は大阪大学 の 取 り組 み の 経緯 を踏 まえ 、 障害学生支援 とい う言葉 を

　用 い て い るが 、 筆者 ら は 、 理 念的 に は バ リア フ リー
の 発想 に 立 っ て い る こ

　と を 申 し添え て お きた い
。

6）た とえ ば 、 1971年に は 、 大 阪教育大学で 身体に 「璋害を持 っ 受験 生が 、 障

　　害を理 由 に 入学 を拒 否 され る とい う事 態が 生 じた ，， こ れ は メ デ ィ ア で も

　　大 き く取 り上 げ られ 、 社会問題 へ と発展 した （大西　1999）。 さ らに
、

　　菊 島 （2000） は 、 点字 使用 者 に 対 し点字入 試を 認 め さ せ た 視覚 障害者 の

　　門戸 開放運 動 に 触 れて い る 。

7）大阪大学の 学生数に っ い て は 、 大阪人学の 公式 ウ ェ ブサ イ ト内の 「大阪

　　大学／ 学生 数 」 の ペ ー ジ （http：〃www ．osaka −u ．ac ，jp！jp！about ！outline ．html）

　　を参照 した 。

8） こ こ で 内部 障害 と は 「心臓 ・ 腎臓 ・ 呼吸器 ・ ぼ う こ う 又は 直腸 ・小腸 の

　　機能 の 障害」 （身体 障害者福祉法別表）を採用 した 。

9） こ こ で 発達 障害 とは 「自閉症 、
ア ス ペ ル ガ ー症候群そ の 他 の 広汎性 発達

　　障害 、 学習障害 、 注意 欠陥 多動 性 障害 そ の 他 こ れ に 類す る脳機能の 障害

　　で あ っ て そ の 症状が 通 常低年齢 に お い て 発現 す る もの と して 政令で 定 め

　　る もの 」 （発達1璋害者支援法第 2条） を採用 した 。

10） こ の 数値 は 、 全 国障害学生 支 援 セ ン タ
ーが 2004年 6 月か ら 10 月 末の あ

　　い だ に 実施 した質問紙調査 の 結果 に 基づ い て い る。 他方 、 表 1 に 示 した

　　大阪大学に 在籍す る障害学生数 は 、 各年度の 終了 時点 まで に 大学 に 把握

　　され て い た人数 を挙げて い る 。
そ の た め 、 同 じ年度の 数値 で も双方 で 若

　　の 違 い が 生 じて い る。

ll）学生 部学務課 は 、 学務 に 関す る 事柄 を統括 し、 連絡調整 す る 部署 で あ る

　　 （「大阪大学事務局分課規定」 第 16 条 よ り）。

12）　 「大阪 大学学生牛 活委 員会規定 」 （2004 年 4 月 1 日施行）第 2 条 よ り 。

13）　「人阪大学 に お け る身体 障害学生の 支援に 関す る今後の 取 り組み に っ い

　　て ：身体障害学生修学援助委員会 ワ
ーキ ン グ報告 1（2002年 10 月 28 日）。

14） コ ーデ ィ ネ
ー

タ
ー

が常 に 障害学生 と支援者の 凵程調 整を 行 うわ けで は な

　　い
。 障害学生 が支援者 と の あ い だ で 直接の や り取 りを望 み 、 そ の 方 が 効
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　　率が 良 い と判断 さ れ る場合に は 、
コ

ー デ ィ ネ ー タ ーが 間 に 入 ら な い こ と

　　 もあ る 。

15）提案当時 は 、 有償又は 無償の ボ ラ ン テ ィ ア に よ っ て 支援 サ ー ビ ス を提供

　　す る こ とが考え られ て い た。 しか し、 そ の 後 、 学習補助者 （ア ル バ イ ト）

　　が 直接の 人的サ
ー ビ ス の 提 供 を担 当す る こ ととな っ た 。 そ の ため

、 現 在

　　 で は 、 学習補助者 に 登録す る 際に は 、 ボ ラ ン テ ィ ア 保険で は な く、 学生

　　教育研究 災害傷害保険及 び学生教育研究賠償責任 に 加入 して い る こ とを

　　 条件 と して い る 。 登録希望 者が 加 入 して い な い 場合 に は 、 障害学生支援

　　室 で 登録 手 続 きを 伝 え て い る 。

16）2002 年 ll月 6H に 、 第一 筆者 との 会話 の な か で 、 当時の 身体 障害学生

　　修学援助委員会 （後述）の 委員長 が 身体障害学 生支援室 の 役割 を評 した

　　言葉 。

17） 障害学生 支援室 が 関与せ ず 、 各部局内で 行 わ れ た支援サ ー ビ ス に つ い て

　　 は 、 把握 で きて い な い もの もあ る と思 わ れ る 。

18） こ こ で の 記述 は 、 大学全体の 支援体制の 変容に焦点を 合わ せ て お り 、 障

　　害学生 や そ の 周囲の 学生の 取 り組 み に 日を 向けれ ば、 また異 な る 「取 り

　　組 み の 経緯」 が 見え て くる 。 そ う した点 は 、 聴覚障害学生 へ の 筆記通 訳

　　 の 取 り組 み を記 した高野 （2004） や 、 初期 の 身休1璋害学生支援室 を 取 り

　　巻 く活動 を記 した 松原 （2005） に 詳 しい
。

19） 「大阪大学 に お け る身体障害学生 の 支援 に 関す る今後の 取 り組み に っ い

　　て ：身体障害学生 修学援助 ワ
ー キ ン グ報告」 （2002 年 10 月 28 日） よ り。

20）　「大阪大学身体障害学生修学援助委員会設置要項の 制定 に っ い て 」 （1992

　　年 10 年 21 日） よ り。

21）　「大阪大学身休障害学生修学援助委員 会設 置 要項」 （1992年 10月 21 日

　　方缶彳テ）　　よ　‘つ　0

22）身体障害学 生修学 援助委員会 の 構成 は 、 数度の 変更を経 て い る 。 こ こ に

　　記載 し た 構成 は
、

2002 年 4 月 1 日 に 改正 され た 設置要項 に 依拠 して い

　 　 る 。
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                         Abstract

   ln this rcsearch  note,  we  reported  services  to

University, based on  the  results  of  our  fieldwork.

parts. One is about  the framework  ef  services  to

is about  the  development of  the framework.

 disabled students  in Osaka

Rcports are divided into two

disabled snidents,  The  other
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